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こ
の
４
月
で
入
社
１
年
が
経
っ
た
、（
株
）
伊
藤

園
・
仙
台
南
部
支
店
の
相
沢
義
人
さ
ん
は
毎
日
、

３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、
担
当
地
域
の
自
動

販
売
機
、
会
社
や
病
院
の
売
店
な
ど
に
飲
料
を
配

送
す
る
。
出
社
は
毎
朝
７
時
半
頃
。
ト
ラ
ッ
ク
を

動
か
す
前
に
は
、
ラ
イ
ト
や
ウ
イ
ン
カ
ー
、
ブ
レ
ー

キ
ラ
ン
プ
な
ど
が
点
灯
す
る
か
ど
う
か
、
タ
イ
ヤ
の

間
に
何
か
挟
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど
点
検
を
行
う
。

ト
ラ
ッ
ク
に
は
前
日
、
自
動
販
売
機
の
ゴ
ミ
箱
か

ら
回
収
し
た
空
き
容
器
が
積
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
ゴ
ミ
置
き
場
に
ト
ラ
ッ
ク
を
移
動
さ
せ
捨
て
に

行
く
が
、
こ
の
時
に
車
体
の
動
き
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
か
、
ブ
レ
ー
キ
は
き
ち
ん
と
効
い
て
い

る
か
等
を
意
識
し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
動
か
し
て
、

確
認
し
て
い
る
と
い
う
。

昨
年
春
、
相
沢
さ
ん
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ

ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ
で
の
新
入
社
員
安

全
運
転
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
。「
学
生
時
代
は

何
気
な
く
運
転
を
し
て
い
た
の
で
、
研
修
で
運
行

前
点
検
な
ど
基
礎
の
基
礎
を
教
わ
っ
た
際
は
、『
こ

ん
な
こ
と
ま
で
毎
日
や
る
必
要
が
あ
る
の
？
』
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
日
間
の
研
修
が

終
わ
る
頃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
を
き
ち
ん
と
行

う
こ
と
で
安
全
は
守
ら
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
運

転
に
対
す
る
心
構
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
は
乗
用
車
と
違
っ
て
車
体
が
大
き
く
、
Ｍ
Ｔ

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
、
高

さ
も
あ
り
、
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
も
違
う
。
そ
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
は
内
輪
差
が
大
き
い
こ
と
が
よ
く
理
解

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
現
在
も
運
転
す
る

時
に
、
い
つ
も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
す
」。

大
学
を
卒
業
し
て
生
活
協
同
組
合
さ
い
た
ま
コ

ー
プ
に
入
り
、
２
年
目
を
迎
え
た
大
島
誠
さ
ん
。

大
学
時
代
は
安
全
運
転
に
心
が
け
無
事
故
無
違
反

だ
っ
た
と
い
う
大
島
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
、
組

合
員
へ
の
商
品
の
配
達
を
行
う
共
同
購
入
担
当
15

名
の
新
入
社
員
仲
間
と
と
も
に
受
け
た
、
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
の
安
全
運
転
四

輪
研
修
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

「
初
日
の
運
行
前
点
検
の
時
、
そ
れ
ま
で
（
学
生

時
代
）
の
習
慣
で
適
当
に
行
っ
て
い
た
ら
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
毎

日
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
か
ら
に
は
プ
ロ
の
自
覚

を
持
つ
こ
と
。
そ
う
し
た
目
で
点
検
す
る
こ
と
と
、

厳
し
く
言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
学

生
時
代
の
運
転
と
、
会
社
の
看
板
を
背
負
っ
て
走

る
時
の
運
転
と
は
違
う
こ
と
は
言
葉
で
は
分
か
っ

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
日
常
の
１
つ
１
つ
の
動

いま、企業の新入社員教育の
現場を探る

4月、新入社員を迎えた企業が、運転業務につく新入社員を対象に安全運転
教育･研修に取り組む。学校を卒業した社会人１年生は研修から何を学ぶのだ
ろうか。今年度は、こうした教育現場をシリーズとして取り上げていきたい。その
第1回として、参加体験型実践教育の現場である交通教育センターでの企業研
修の現場の取材を通じて、企業の新入社員への教育はどのように行われてい
るのか、新入社員教育のあり方を探る。

シリーズ

教育現場
第1回

アクティブセーフティトレーニングパークもてぎ（栃木県芳
賀郡茂木町）での（株）伊藤園の新入社員研修

鈴鹿サーキット交通教育センター（三重県鈴鹿市）でのセコム三重（株）の新入社員研修

交通教育センターレインボー埼玉（埼玉県比企郡川島町）での生活協同組合連合会コープネット事業連合の新入社員研修
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４
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー

フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ
で
、（
株
）

伊
藤
園
の
新
入
社
員
安
全
運
転
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
。
参
加
人
数
は
21
名
。（
株
）
伊
藤
園
・

総
務
部
の
大
久
保
強
部
長
に
よ
る
と
、
昨
年
か
ら

営
業
担
当
の
全
新
入
社
員
に
実
技
研
修
を
行
う
こ

と
に
し
た
と
い
う
。
今
年
の
研
修
は
ア
ク
テ
ィ
ブ

セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ
を
含
む

全
国
９
ヵ
所
で
実
施
し
、
新
入
社
員
３
２
８
名
が

受
講
し
た
。
３
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
11
日
、

12
日
が
９
時
に
開
始
し
て
18
時
ま
で
実
技
訓
練
。

夕
食
後
、
各
部
屋
で
夜
間
討
論
会
と
レ
ポ
ー
ト
作

成
を
行
う
。
13
日
は
９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
実
技

訓
練
で
終
了
。
い
ず
れ
も
Ａ
、
Ｂ
、
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
進
行
す
る
。

11
日
は
、
Ａ
、
Ｂ
両
グ
ル
ー
プ
と
も
３
人
１
組

で
１
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

作
か
ら
違
う
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
、
プ
ロ
意
識
を

植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
」。

大
島
さ
ん
が
研
修
で
理
解
し
た
こ
と
は
、
乗
用

車
と
違
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
は
死
角
が
多
い
こ
と
と
、

制
動
距
離
、
内
輪
差
と
外
輪
差
が
明
ら
か
に
違
う

こ
と
で
あ
っ
た
。「
実
際
の
道
路
で
は
住
宅
街
や
商

店
街
を
走
る
こ
と
が
多
く
、
壁
や
塀
に
こ
す
っ
た

り
、
道
路
に
せ
り
出
し
て
い
る
看
板
や
民
家
の
屋

根
に
接
触
し
て
は
い
け
な
い
の
で
、
運
転
席
か
ら

見
え
な
い
所
は
ク
ル
マ
を
降
り
て
確
認
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
配
達
中
に
１
度
だ
け
、
標
識
に
ト

ラ
ッ
ク
を
こ
す
っ
て
小
さ
な
傷
を
つ
け
、
物
損
の

事
故
報
告
を
し
た
時
に
、
上
司
か
ら
厳
し
く
、
再

発
防
止
の
た
め
の
注
意
・
指
導
を
受
け
た
そ
う
だ
。

そ
れ
以
来
、
配
達
の
時
に
使
う
フ
ァ
イ
ル
に
、
そ

の
事
故
報
告
の
コ
ピ
ー
を
貼
り
付
け
て
、
常
に
自

分
を
戒
め
て
運
転
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
も
プ

ロ
と
し
て
の
自
覚
が
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ッ
ク
に
取
り
組
ん
だ
。

13
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
や
内
輪
差
と
外
輪
差

の
確
認
。
そ
し
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
原
付

や
乗
用
車
に
乗
っ
て
、
コ
ー
ス
内
の
模
擬
交
差
点

で
の
右
直
事
故
に
な
り
そ
う
な
状
況
な
ど
を
つ
く

り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
新
入
社
員
に
体
験
し

て
も
ら
っ
た
。

ず
っ
と
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
い
た
福
田
辰

徳
さ
ん
は
、「
１
ヵ
月
弱
前
か
ら
姉
の
乗
る
Ａ
Ｔ

（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
車

を
運
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｔ
車
に
乗
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
研
修
で
Ｍ
Ｔ
車
の
運
転

技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｔ

車
で
は
バ
ッ
ク
走
行
が
難
し
く
、
戸
惑
い
ま
し
た
。

不
安
も
残
り
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｔ
車
が
難
し
い
と
い

っ
て
も
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
た
い
気
持
ち
が
強
く
、

不
安
よ
り
希
望
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
ま
す
」
と
、

元
気
に
語
る
。

ー
プ
に
各
２
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
付
く
。

運
行
前
点
検
・
運
転
姿
勢
・
乗
降
車
は
Ａ
Ｂ
合

同
で
行
う
。
そ
の
後
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
、
慣
熟
走

行→

発
進
停
止
･
直
線
バ
ッ
ク→

縦
列
駐
車→

車

庫
入
れ→

ブ
レ
ー
キ→
運
転
と
反
応
で
実
技
訓
練

を
終
了
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
発
進
停
止
･
直
線
バ
ッ

ク→

慣
熟
走
行→

交
通
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
測
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
）
・
路
上
指
導→

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー→

ス
ラ
ロ
ー
ム
ス
ネ
ー
ク
バ
ッ
ク
で
終
了
す
る
。
翌

日
の
12
日
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
交
代
し
て
前
日
や

ら
な
か
っ
た
訓
練
を
行
う
。

慣
熟
走
行
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転

す
る
先
導
車
が
直
線
部
分
で
速
度
を
出
し
て
も
後

続
の
新
入
社
員
の
ク
ル
マ
は
付
い
て
こ
な
い
。
ク

ラ
ッ
チ
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
速
度
が
出

な
い
の
だ
。
走
り
込
む
う
ち
に
運
転
姿
勢
が
崩
れ

て
き
た
り
、
左
折
時
の
巻
き
込
み
確
認
な
ど
が
で

き
な
く
な
っ
て
く
る
人
も
い
る
。
Ｍ
Ｔ
の
乗
用
車

を
用
い
て
の
発
進
停
止
は
、
ミ
ラ
ー
で
後
方
確
認
、

ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
し
、目
視
で
後
方
確
認
を
し
て
、

ク
ラ
ッ
チ
を
つ
な
い
で
発
進
す
る
手
順
を
覚
え
る
。

Ｍ
Ｔ
車
に
乗
り
馴
れ
て
い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
の

た
め
、
エ
ン
ス
ト
す
る
新
入
社
員
が
多
か
っ
た
。

運
転
と
反
応
で
は
40
km
／
ｈ
で
走
行
中
、
指

定
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ン
位
置
か
ら
、
そ
の
先
に
あ
る

左
右
２
つ
計
４
つ
の
電
光
掲
示
板
す
べ
て
に
絵
が

点
灯
し
た
瞬
間
、
ブ
レ
ー
キ
に
足
を
乗
せ
か
え
て

急
制
動
。
パ
イ
ロ
ン
を
過
ぎ
た
直
後
に
絵
が
点
灯

す
る
。
ど
こ
で
絵
が
す
べ
て
点
灯
し
た
か
を
全
員

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
は
、

４
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
生
活
協
同
組
合

連
合
会
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
（
以
下
、
コ
ー

プ
ネ
ッ
ト
）
の
「
安
全
運
転
四
輪
研
修
」
が
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
共
同
購
入
担
当
に
配
属
さ
れ
る

新
入
社
員
49
名
だ
。
う
ち
、
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
15

名
、
今
回
初
参
加
の
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
34
名
で

あ
る
。
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
共
同
購
入
事
業
運
営
企

画
部
・
安
全
運
転
担
当
の
大
窪
忠
弘
さ
ん
に
よ
る

と
、
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
は
昨
年
ま
で
配
属
先
の

事
業
所
で
運
転
ト
レ
ー
ナ
ー
が
中
心
に
３
日
間
同

乗
し
て
指
導
し
て
い
た
が
、
指
導
を
担
当
す
る
運

転
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
、「
最
初
か
ら
公
道
で
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
は
危
な
く
て
、
落
ち
着
い
て
指
導
が
で

き
な
い
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
た
め
、
さ
い
た

ま
コ
ー
プ
の
研
修
で
実
績
の
あ
る
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
だ
。

研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
12
日
が
10
時
20
分

か
ら
安
全
運
転
の
基
礎
知
識
（
講
義
）→

運
行
前

点
検
･
発
炎
筒
体
験→

運
転
姿
勢
･
乗
降
車→

死
角→

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性→

昼
食→

基
本

走
行
（
発
進
・
停
止
･
加
速
･
減
速
・
速
度
調

整
）→

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
訓
練→

ブ
レ
ー
キ
ン
グ
訓

練→

ま
と
め
で
17
時
30
分
に
終
了
。
13
日
は
９
時

30
分
か
ら
運
行
前
点
検→

慣
熟
走
行→

ハ
ン
ド
リ

ン
グ
訓
練→

狭
路
通
行→

後
退
訓
練→

昼
食→

車
庫
入
れ→

縦
列
駐
車→

反
応
制
動
で
17
時
50

分
終
了
。
14
日
は
９
時
30
分
よ
り
、
運
行
前
点
検

→

慣
熟
走
行→

交
差
点
の
通
行→

狭
路
通
行→

昼
食→

路
上
診
断→

危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

17
時
に
研
修
が
終
了
。

14
日
９
時
30
分
、
研
修
の
最
終
日
が
始
ま
る
。

２
人
に
１
台
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
２
人
で
運
行
前

点
検
と
、
窓
や
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
う
。
そ
の
後
、

各
自
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
訓
練
用
コ
ー
ス
へ
移
動
。

午
前
中
の
課
題
は
交
差
点
と
狭
路
の
通
行
で
あ

る
。
狭
い
住
宅
街
を
想
定
し
た
コ
ー
ス
を
２
人
が

交
代
し
な
が
ら
何
周
も
走
り
続
け
る
。
コ
ー
ス
に

は
ク
ラ
ン
ク
や
Ｓ
字
、
信
号
の
な
い
交
差
点
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
に
慣
れ
て
い
な

い
新
入
社
員
は
、
ク
ラ
ン
ク
や
Ｓ
字
で
何
度
も
切

り
返
し
を
し
て
、
苦
労
し
な
が
ら
進
む
。
交
差
点

で
は
お
互
い
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
お
互

い
に
譲
り
合
っ
て
し
ま
い
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き
な
い
。

こ
こ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
全
員
を
集
め
て
、

「
交
差
点
で
は
相
手
の
ク
ル
マ
が
接
近
し
て
き
た

ら
、
相
手
の
動
き
を
予
測
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

自
分
の
方
に
右
左
折
し
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
交

差
点
に
近
づ
か
な
い
で
手
前
で
止
ま
っ
て
待
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
相
手
に
道
を
譲
る
時
は
、
目
線

を
合
わ
せ
る
だ
け
で
は
通
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。『
お
先
に
ど
う
ぞ
』
と
い
う
意
思
を
手
振
り
で

示
す
と
相
手
に
も
伝
わ
り
ま
す
」
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
続
け

て
、「
右
左
折
の
３
原
則
を
言
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
問
い
か
け
た
。「
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
す
」「
安

社
会
人
と
し
て
、
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
る
研
修

営
業
担
当
の
全
新
入
社
員
に
実
技
研
修
を
行
う（
株
）伊
藤
園

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
が
指
定
パ
イ
ロ
ン
よ

り
５
〜
10
ｍ
ほ
ど
先
の
位
置
で
４
つ
が
点
灯
し

た
と
答
え
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
こ
れ
は

反
応
時
間
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
反
応
時
間

の
間
に
ク
ル
マ
が
進
む
距
離
、
そ
れ
が
空
走
距

離
。
人
間
は
モ
ノ
を
認
識
し
て
か
ら
反
応
す
る

ま
で
約
１
秒
か
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
適
切
な
車
間

距
離
が
必
要
な
の
で
す
」
と
説
明
し
た
後
、
全

員
に
普
段
の
車
間
距
離
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ

５
ｍ
程
度
が
多
く
、
40
km
／
ｈ
で
走
行
時
に
安

全
に
停
止
で
き
る
車
間
距
離
の
15
ｍ
以
上
は
少

な
か
っ
た
。「
自
分
で
は
10
ｍ
以
上
の
車
間
距
離

を
と
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
人
間
の
目
で

測
る
距
離
感
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
車
間

は
時
間
で
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
40
km
／
ｈ

な
ら
前
の
ク
ル
マ
と
の
車
間
時
間
が
３
秒
あ
れ

ば
余
裕
が
あ
る
の
で
安
全
で
す
」
と
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
。
最
後
は
バ
ッ
ク
で
ス

ラ
ロ
ー
ム
走
行
を
行
う
ス
ラ
ロ
ー
ム
ス
ネ
ー
ク
バ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
学
ぶ
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
の
研
修

●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

（株）伊藤園の研修の模様。車庫入れや前方に見える電
光掲示板すべてが点灯したら急制動を行う運転と反応の
課題などに取り組んだ

狭路通行や交差点の通過
の訓練を行うコープネッ
トの新入社員。運行前点
検の重要性も学んだ



3

2005年5月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ386号

４
月
11
日
と
12
日
、
セ
コ
ム
三
重
（
株
）
の
新

入
社
員
研
修
が
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
警
備
担
当
の

社
員
９
名
（
11
日
）
と
６
名
（
12
日
）。
警
備
を

は
じ
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
を
展
開
す
る
セ
コ

ム
グ
ル
ー
プ
で
は
運
転
に
お
い
て
も
「
自
分
の
み

な
ら
ず
相
手
を
も
守
る
運
転
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
（
Ｓ
Ｄ
）」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

11
日
の
研
修
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
同
社
の
山

本
三
郎
社
長
は
昨
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
新
入

社
員
研
修
に
つ
い
て
、「
１
つ
は
セ
コ
ム
の
社
員
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
安
全
運
転
意
識
を
醸
成
し
て
も

ら
う
た
め
に
危
険
を
安
全
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
、
２
つ
め
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

を
行
い
、
相
手
を
守
る
運
転
が
で
き
る
社
員
に
な

る
こ
と
を
主
眼
に
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の

ね
ら
い
を
語
る
。

10
時
か
ら
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

（
Ｓ
Ｄ
）」
の
講
義
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
Ｓ
Ｄ

（
相
手
も
守
る
運
転
、
状
況
や
相
手
の
行
動
に
期

待
し
な
い
で
、
自
ら
安
全
を
作
り
出
す
運
転
）
の

考
え
方
を
説
明
す
る
。
次
に
、
コ
ー
ス
に
出
て
、

運
行
前
点
検
と
運
転
姿
勢
。
死
角
で
は
、
ポ
ー
ル

を
立
て
て
、
ク
ル
マ
の
中
の
新
入
社
員
に
視
認
さ

せ
る
。「
見
え
る
所
と
見
え
な
い
所
を
し
っ
か
り
覚

全
確
認
を
す
る
」
と
新
入
社
員
が
答
え
る
が
、
３

つ
目
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。「
徐
行
で
す
。
み

な
さ
ん
の
右
左
折
を
見
る
と
、
速
度
を
10
km
／
ｈ

以
下
に
落
と
し
て
い
な
い
方
が
目
立
ち
ま
し
た
」

と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
続
け
る
。「
ウ
イ

ン
カ
ー
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
も
遅
い
。
特
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て
か
ら
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
す
方
も
多

い
で
す
ね
。
ま
た
、
右
左
折
時
は
ト
ラ
ッ
ク
を
道

路
の
右
ま
た
は
左
に
寄
せ
る
よ
う
に
。
道
路
の
中

央
で
止
ま
っ
て
い
て
は
後
続
車
の
妨
げ
に
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」。
こ
の
後
の
走
行
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
交
差
点

で
の
通
行
も
法
規
に
従
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
か
ら
、
49

名
が
順
番
に
公
道
を
走
行
し
て
路
上
診
断
が
行
わ

れ
た
。
３
日
間
で
身
に
つ
け
た
こ
と
が
公
道
で
も

で
き
る
か
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
同
乗
し
て
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。
路
上
診
断
が
終
わ
っ
た
人
は
、
訓

練
用
コ
ー
ス
で
ク
ラ
ン
ク
や
Ｓ
字
の
狭
路
通
行
、

車
庫
入
れ
、
縦
列
駐
車
の
訓
練
を
繰
り
返
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、

狭
い
道
で
切
り
返
し
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ハ
ン

ド
ル
を
き
る
角
度
を
細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

く
。
16
時
30
分
、
実
技
終
了
。
教
室
に
戻
っ
て
危

険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
を
行
う
。
交

通
場
面
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
ど
ん
な
危
険

が
予
測
さ
れ
る
か
を
考
え
て
い
く
。
参
加
し
た
さ

い
た
ま
コ
ー
プ
の
関
根
洋
司
さ
ん
は
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
受

け
て
、
今
ま
で
自
分
本
位
の
運
転
し
か
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
。「
道
路
に
は
危

険
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
る
と
思
う
と
、
仕
事
で

運
転
す
る
の
が
怖
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
ク
ル
マ
の
特
性
を
よ
く
知

ら
な
い
人
に
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
」
と
、
気
を
引
き
締
め
る
。

え
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
場
合
、
昼
間
よ
り
、

夜
間
に
走
行
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
昼

間
で
も
こ
う
で
す
。
夜
は
も
っ
と
見
え
ま
せ
ん
。

た
だ
見
る
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
観
察
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
」。
続
い
て
発
炎
筒
の
使
い
方
を
学

ん
で
昼
食
に
入
る
。

午
後
は
急
制
動
体
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、

濡
れ
た
路
面
で
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー

キ
・
シ
ス
テ
ム
）
を
作
動
さ
せ
て
の
体
験
。
次
に

Ａ
Ｂ
Ｓ
を
解
除
し
た
時
の
体
験
。
１
回
目
は
50

km
／
ｈ
、
２
回
目
が
70
km
／
ｈ
。
そ
の
後
、
濡
れ

た
路
面
で
の
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
訓
練
。
14
時
か
ら
車
庫
入
れ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
続
い
て
運
転
と
反
応
。
信
号
が
右
に
点
滅
し

た
ら
左
へ
車
線
変
更
、
信
号
が
左
に
点
滅
し
た
ら

右
へ
車
線
変
更
、
３
つ
信
号
が
点
滅
し
た
ら
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
。
実
際
は
信
号
が
点
滅
す
る
と
、

ど
っ
ち
へ
行
く
か
迷
う
ク
ル
マ
も
い
た
。「
緊
急

時
、
見
通
し
の
悪
い
所
を
走
る
こ
と
も
み
な
さ
ん

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
先
の
情
報
を
的
確
に
つ
か

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
３
秒
先
の
情

報
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
。最

後
に
ま
と
め
。「
実
際
に
体
験
し
て
、
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｄ
の
基
本
、

ク
ル
マ
が
来
る
、
人
が
来
る
、
何
か
あ
る
、
相
手

は
気
づ
い
て
い
な
い
と
予
測
す
る
。『
い
る
、
く
る

運
転
』
で
危
険
の
存
在
を
断
定
す
る
、
死
角
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
予
測
す
る
。
狭
い
道
路
で
車
間
距

離
を
つ
め
て
走
っ
て
い
る
方
は
、
こ
れ
か
ら
は
変

え
ま
し
ょ
う
。
車
間
時
間
は
３
秒
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
仕
事
と
し
て
、
運
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
『
い
る
、
く
る
運
転
、
予

測
す
る
運
転
』、
今
日
は
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の

研
修
で
し
た
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
で

研
修
は
終
わ
っ
た
。
ク
ル
マ
の
免
許
を
取
っ
て
ま

だ
10
日
、
18
歳
の
川
口
浩
明
さ
ん
は
「
今
回
は
乗

り
降
り
の
時
の
安
全
確
認
を
す
ご
く
注
意
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
研
修
で
安
全
確
認
は
普
段
の
仕
事

を
す
る
上
で
も
大
事
だ
と
実
感
し
て
、
社
会
人
に

な
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
た
。

新
入
社
員
研
修
で
は
、
研
修
を
受
け
る
新
入
社

員
の
運
転
経
験
は
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
運
転
し
て
き
た
人
ま
で
多
様
で
あ

る
。
経
験
の
浅
い
人
が
慣
れ
な
い
運
転
へ
の
不
安

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
経
験
の
あ
る
人
で
も
初
め

て
運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
、
Ｍ
Ｔ
車
へ
の
不
安
を
覚

え
る
は
ず
だ
。（
株
）
伊
藤
園
の
安
司
渉
さ
ん
は
、

「
運
転
経
験
は
２
年
半
で
、
Ａ
Ｔ
車
で
す
。
Ｍ
Ｔ

車
は
し
ば
ら
く
乗
っ
て
い
な
い
し
、
運
転
経
験
が

あ
る
と
い
っ
て
も
乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
は
違
い
ま

す
。
ト
ラ
ッ
ク
は
後
ろ
が
見
え
に
く
い
の
で
運
転

に
は
不
安
が
あ
り
、
早
く
慣
れ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」
と
話
す
。
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
の
鈴
木
梨

沙
さ
ん
は
、「
運
転
に
は
自
信
が
な
い
の
で
、
研
修

前
は
不
安
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
を
理
解
で

き
た
こ
と
で
自
信
も
少
し
つ
き
ま
し
た
が
、
逆
に

プ
ロ
と
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と
の
怖
さ
も
感

じ
、
研
修
前
と
は
違
う
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、
仕
事
で
運
転
す
る
こ
と
の
責
任
か
ら
の
不
安

を
抱
く
。
研
修
の
役
割
の
１
つ
目
は
、
こ
う
し
た

新
入
社
員
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
安
に
き
ち
ん
と
応
え

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昨
年
か
ら
営
業
担
当
の
全
新
入
社
員
に
実
技
研

修
を
行
っ
て
い
る
（
株
）
伊
藤
園
で
は
、
入
社
１

年
目
の
新
入
社
員
の
事
故
が
前
年
比
で
33
％
削
減

し
た
。
同
社
総
務
部
の
大
久
保
部
長
は
、「
こ
の

数
字
は
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
大
き
な
削
減
率
。

学
生
時
代
に
Ａ
Ｔ
の
乗
用
車
し
か
運
転
経
験
の
な

い
方
が
、
社
会
人
に
な
っ
た
途
端
に
Ｍ
Ｔ
の
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
る
と
、
そ
の
違
い
か
ら
事
故
を
起
こ
し

や
す
い
。
ト
ラ
ッ
ク
は
ま
っ
す
ぐ
走
ら
せ
る
こ
と

も
最
初
の
う
ち
は
難
し
い
た
め
、
研
修
で
３
日
間

乗
る
こ
と
で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
感
覚
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
」
と
、
33
％
削
減
で

き
た
要
因
を
研
修
の
成
果
と
見
て
い
る
。

新
入
社
員
研
修
の
２
つ
目
の
役
割
は
、
運
転
に

慣
れ
た
人
が
改
め
て
問
題
点
や
課
題
を
見
つ
け
る

再
教
育
の
場
で
あ
る
。
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
の
国
田

充
暢
さ
ん
は
、「
訓
練
で
交
差
点
を
通
行
す
る
時
、

自
分
は
徐
行
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、
何
度
も

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
か
ら
徐
行
で
き
て
い
な

い
と
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
で
は
で
き
て
い

る
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
際
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
配
属
先
で
は
こ
の
点
を
意
識
し
て
危
険

を
予
測
し
な
が
ら
運
転
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

運
転
の
課
題
を
あ
げ
る
。
同
じ
く
、
さ
い
た
ま
コ

ー
プ
の
水
本
亜
希
さ
ん
も
「
教
習
所
で
身
に
つ
け

た
は
ず
の
交
通
法
規
に
従
っ
た
運
転
が
、
現
実
に

は
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
見
つ
け
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
こ
れ
か
ら

の
業
務
の
中
で
、
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
る
。
セ
コ
ム
三
重
（
株
）
の
中
村
創
さ

ん
は
研
修
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
車
間
時

間
を
３
秒
と
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。「
頭
で
考
え
る

だ
け
で
な
く
、
体
で
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研

修
で
は
、
免
許
を
取
っ
て
３
年
で
運
転
に
慣
れ
て

し
ま
っ
た
自
分
を
知
っ
て
、
基
本
に
戻
る
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」。

そ
し
て
、
新
入
社
員
研
修
の
３
つ
目
の
役
割

が
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
で
運
転
す
る
こ
と
の
自

覚
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
２
年
目
の
相

沢
さ
ん
と
大
島
さ
ん
が
昨
年
の
研
修
で
最
も
印
象

に
残
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
今
年
、
研
修
を
受

け
た
新
入
社
員
の
多
く
も
、
社
会
人
の
自
覚
を
語

っ
た
。「
大
学
時
代
は
ク
ル
マ
を
頻
繁
に
運
転
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
日
の
よ
う
な
安
全
運
転
研
修
は

初
め
て
。
こ
の
研
修
を
受
け
て
自
分
も
社
会
人
に

な
っ
た
の
だ
な
と
自
覚
し
ま
し
た
。
強
い
て
言
え

ば
、
人
間
は
忘
れ
っ
ぽ
い
の
で
、
気
が
抜
け
な
い

よ
う
に
、
自
覚
を
持
続
す
る
研
修
が
あ
れ
ば
受
け

た
い
」
と
語
っ
た
の
は
セ
コ
ム
三
重
（
株
）
の
青

隆
寛
さ
ん
だ
。
運
転
経
験
は
Ａ
Ｔ
車
で
１
年
未
満

と
い
う
（
株
）
伊
藤
園
の
福
田
貴
さ
ん
は
、「
会
社

か
ら
新
入
社
員
の
事
故
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
教
習
所
で
学
ん
だ
こ
と
の
お
さ
ら
い
を
し
た

か
っ
た
。
商
品
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
で
事
故
を
起

こ
し
た
ら
会
社
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
安
全
運
転
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
安
全
運
転
担
当
の
大
窪
さ
ん

は
、
企
業
が
考
え
る
安
全
運
転
を
理
解
し
て
も
ら

う
場
が
新
入
社
員
研
修
と
と
ら
え
て
い
る
。「
安

心
・
安
全
な
商
品
を
組
合
員
の
方
々
に
お
届
け
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
そ
の
商
品
を

運
ぶ
ク
ル
マ
が
乱
暴
な
運
転
を
し
た
り
、
交
通
事

故
を
多
発
す
る
よ
う
で
は
、
企
業
と
し
て
の
存
在

価
値
が
な
く
な
り
ま
す
。
業
務
中
に
事
故
を
起
こ

せ
ば
、
個
人
の
責
任
と
同
時
に
企
業
の
責
任
を
問

わ
れ
ま
す
。
同
じ
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
行
為

も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
で
は
安
全
運
転
の
意

味
合
い
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
理
解
し
て

も
ら
う
場
が
、
新
入
社
員
へ
の
研
修
で
す
。
コ
ー

プ
ネ
ッ
ト
が
考
え
る
安
全
運
転
を
理
解
し
て
も
ら

っ
た
上
で
、
業
務
で
使
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

技
術
を
高
め
て
い
く
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
の

で
す
」。
こ
れ
は
、
新
入
社
員
研
修
を
行
う
企
業

の
担
当
者
に
共
通
の
思
い
で
あ
ろ
う
。

シリーズ・教育現場／第１回いま、企業の新入社員教育の現場を探る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
で
相
手
を
守
る
た
め
に
―
セ
コ
ム
三
重（
株
）

●
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

新
入
社
員
に
よ
る

交
通
事
故
を
３３
％
削
減

セコム三重（株）の研修では、運転と反応、濡
れた路面でのＡＢＳ体験、セキュリティ・ドラ
イビングについての講義などが行われた


